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Mgの 蒸 j留 に 関 す る 基礎的研究
池 田
正 夫
Fund ame ntal StudY o n  tbe D i sti l latio n  of Magntsiugm . 
Masao IKED A 
By studying the dist i l l at iofl of magnesi um and its alloys the f(\llowing results were obta 
ined . On the d istJ l ation of magnesium base binary alloys， the yíeld is almcs� proportional 
to the vapour prt'Ssurè of the secondary e l ement .  There is no difference between both 
method distíI Jation and reducLon 同 i mpuríty distrlbut i on of longliudinal direciion， but in 
radius direction ， Mn ，  Al ，  Cu， Si show reverse . So far as i mpurities in magnesium a rt 
conce rne d ， Mn i 8  quite easil y eliminated ， but Zn I S  almost i mpossible to be removed 
onl y by disti llat ion . 
1 . 緒 言
先に Fe-Si 還元法に よ る Mg の 製 造 の 研 究 に お い て ， 不純物 は そ れ ぞ れ の 金 属 に 特有 の 蒸気圧 を
有 し ， 従っ て 還元生成 Mg 中 に お け る 分 布 を 異にす る こ と を指摘 し た 。 こ の 点に関 し て は Mg な ら
びにそ の 合金 の蒸溜 に お い て も 当 然 考 え ら れ る こ と で あ る 。
従来 Mg の 蒸溜 tこ関す る 研究 と し て は ， Bettcherman ， Pidgeon に よ る Mg-AI 合金 の 蒸溜時 に お
け る Fe ， Si の 減 少 に 関す る も の があ る 程度にす ぎ な い 。
Mg 合 金 な ら び に還元生成 Mgを 使 川 し て 蒸溜i温度 と 収 率， 純度に関す る 基煙的実験 を 行 い ， さ ら
に蒸溜時 に お け る 不純物 の 分布状況を し ら ぺ， 還元時 な ら びに蒸溜時 の 不純物 の 挙 動， 粒の 大 き さ ，
接着温度 範 囲 に つ い て 比較 し ， 不純物 の 除 去 の 難 易 に つ い て 検討 し た 。
E 実験試料な ら びに 方法
実 験 に 使 HJ し た Mg の 組成を 表 一 1 に 示すG
表 - 1 Mg の 化 学 組 成 C9ó )
Fe I Si MI! Z n  A I  C u  Mg (Kd ) 
9 9 . 957 0 . 002 A斗4nu nHUハU 内4dnHU ハHυ-nu 0 . 025 0 . 00 6  
Mg と 比較 の た め Mg - AI - Zn 合金 を も 使
用 L た が， そ の 化学組成を表 - 2 に示す。
ま た Mg - Zn， Mg - Al ， Mg - Cu， Mg -Si 
Mg - Mn の 各二元合金を作製 し試料に 供 し た 。
溶製に 当 つ て は表 - 3 ìこ 示す よ う な 溶剤 を 用 い
Mn の 添加 に は Mn 約32 %を 含有す る Mn添加 用 溶剤 を 使 用 し た 。
表 - 2 Mg - AI - Zn 合金 の 化学組成 ( 9ó l
合金の閥 I Al I Zn \ Mn i F心
ι6臼3 6 . 5臼2 3 . 0 1 0 . 22 0 叩
AZ-9引1 ， 8 . 7叫4 i 0 . 97 0 . 3幻2 0眠J，. O白2日
表 ← 3 1芥剤 の 化学組成 ( �ぢ )
KC l MgC1 2 I BaCτ 2 1 C"F2 
55 . 0 34 . 0  9 . 0  2 . 0 
蒸溜に使用 した装置は同 一 l に示す耐 熱銅製
レ ト ル ト で ， 内部に は試料を入れた鉄製 ボ ー ト
を 装入す る 。 レ ト ル ト の一端は溶封さ れ ， 他端
は プ ラ ン ヂを ゴ ム パ ッ キ ン グ ， ボ ー ル ト ナ ッ ト
に よ っ て 気密に取っ け られ る よ う に な っ て い
る 。 装置 内を 10- 2 -W.-3mmHgに i威圧 し ，
E 実 験 結 果
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1 .  Mg 系二元 合金 の 蒸溜
泣元生成 Mg の 轄溜過 程に お け る Zn ， Al ， Mn， Cu， Si の 挙動を し ら べ る た めに表 - 4 に示す よ
う な 組成 の各 径 の 三元合金を 浴製 し ， 蒸溜を 行っ た 。 表 中 に は二元 合金 の蒸溜収率を も 併記 し て あ
る が ， こ れ ら合金元素 の 単体に お け る 蒸 気圧 に ほ ピ 比例 し た傾， 1両jを 示 し て い る 。
表 -4 二元 合成の 組成 な ら びに収率
7.;n Al Mn Cu Si  
二元合金 中 の合有量 (%) 4 . 54 7 53  2 . 1 0 3 46 4 . 90  
二元合金の蒸溜収率 (%) 98 . 27 93 . 48 96 . 35 9 1 . 1 7  53 . 99  
凶 - 2 は こ れ ら の 二元合金を 蒸溜 し た 場合 の 軸方 向 に お け る 合金元素の 分布状況を 示す の 横車ÜI は
試料 の 採取位置を 示 し ， 1 は ス リ ー ブ の 高 温
端 ， 9 は 低温端を 示すc Al ， Cuの場合に は高温
端がや L 高 く ， 中火部， 低温端で は あ ま り 変イじ
を 示 さ な し 、 。 Mn の場合に も 同様 に 中央部 が低
い 値を 示 し て い る 。 Si は高温 端 で は ト レ ー ス で
中央部に行 く に従っ て 上昇す る 傾 向 を 示 し ，
Znの場合に は低温側 に行 く につれ て 上 昇 し て
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い る 。
図 - 3 は こ れ ら 二元 合 金 の 蒸溜の場合に お け る 厚 み方 向 の 合金元素 の 分布状況を 示す 。 試料採取
位置 l は高温端， 4 は 低温端 ， I， 11， J[ は蒸溜 の 初期， 中期， 後期を 示す 。 す な わちZnの よ う に蒸
気圧 の 高 い 成分は蒸溜 の 初期 に 最 も 高 く ， 蒸溜時 聞 が経過す る に つ れ て 球 少 し ， ド ロ マ イ ト ブ リ ケ
ッ ト の 還 元 の 場 合 の 分布状況 と 同様 な 傾 向を 示 し て い る 。 こ れ に反 し て Al ， Si ， Mn の 場合に は い
ずれ も 蒸溜 の 初 期 に 最 も 低い 値 を 示 し ， 以後 蒸溜時 間 の 経過 と と も に増加 し ， ド ロ マ イ ト プ リ ケ ッ
ト の 還元 の場合 と ほ ピ 逆 の 傾 向 を 示 し し て い る 。
2 .  還元生成 Mg な ら び に Mg - AI -Zn 合金 の 蒸溜
a) 蒸溜温度 と 収率 の 関係
図 - 4 は還元生 成 Mg の 蒸溜温度 と 収率 の 関係を AZ - 6 3 ， AZ - 9 1 合 金 の 場合 と 比較 し て 示 し た
も の であ る 。 蒸溜収率は試料 の 重量 と ス リ ー プ 問。「 一一 一云ι 一 ー
に接着 し た Mg の 重量比 ( 9 め を も っ て 表 わ し l 
真空度 は 1 0-2mmHg， 加熱時間 は い ずれ も 2hr 'ß s，ー
で あ る 。 サ
す な わち Mg の 蒸溜の場合， 6000 で は約40%
で昇華速度は極めて遅 く ， 6500 では約 9 0 96 ，
7000 で は は と ん ど 98% で 本実 験 の 条件 で は 7000
è 800。 の 間 に は あ ま り 差 異は認 め ら れ な い 。
AZ - 63 ， AZ - 9 1 と 比 較す る と 蒸慌圧 の 低 し 、 A l
を 多 く 含有す る AZ - 9 1 が最 も 収率 は 低 い が ，
Mg の 蒸溜 の 場 合 と ほ と ん ど同様 の 傾 向 を 示 し て い る c
b) 蒸溜温度 と 純度 の 関係
，.。 70 0 g閥
、広 務 塩 月E
[苅�-. 4 $点 溜 ìtulJ支 と 収率 の 関係
表 - 5 ， 表 - 6， 表 ー 7 はそ れ ぞ れ Mg 仇 M箆 合 金 の 蒸溜温度 と 純度 の 関 係 ， な ら び に 蒸溜残法 の 分
析 例 を 示 す 。 表 - 5 の 場合 は凝着 位置 と 含有量 ( % ) の 関係を し ら べ る た め に ， 擬着 Mg の 高温端
(1)， '1 1 央部(2) ， ゆ) ， 低温端ω の 各 位置 で分析試料 を 採耳え し た 。
Mg íf金 の 精溜試料 の 分 析結果か らす る と ， Mnは 昇華， 蒸溜 に か L わ ら ず 金 属 1'1 1 に混 入 せ ず に 残
法 1 11 に 残溜 し ， 精溜 に よ っ て ほ と ん ど 完全に近 く 除去 出 来 る こ と に な る 。 Si ， Cu は温 度 の 高低に あ
ま り 関 係 な く 同程度に混入 し ， Al ， Fe は温度 の 高 い ほ ど比較的多 く 出 入す る 傾 向 が あ る 。 Zn は ほ
と ん ど の 場合温l立 の 高 い ほ ど 混 入 量 が増 し て く る の が顕著に認め ら れ る 。 不純物 の 分 析航 か ら Mgを
バ ラ ン ス と し て 求 め る と ， 蒸溜 よ り も 丹華 の ブi が比較的純度 の 高 い も の が得 ら れ る こ と が 判 る 。
表 - 5 還元生成 Mg の 蒸溜温度 と 純度 の 関 係
一一一 ~ 成分 (%) 1 Fe S i  I Zn Mn !  Al Cu 泌 尿 ( OC) � . . -~~J I l A' 1 
6 0 日 ! 0 . 0∞ 0 48 0 . 0∞ 0 3  I 0 . 0 1 6 I 0 0 . 0 0 8  0 . 00∞ 0 4  
6 5 0  0 . 0 0 5 0 ! 0 . 0 0 3 0 . 0 1 8  t r 日 0 0 9 0 . 0 0 0 3  
70∞o 0 . 0 ∞0 5 3  0 . 0 0 3 0 . 0 1 1 5  j 0 0 . 0 口 9 7 I 0 . 0 ω 
8 0∞o 0 刷3 0 ω I u ω o 0 山 I 0 . 0∞0∞ 0  
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表 - 6 Mg合金の 蒸溜温度 と 純度の 関係
AZ -63の場合
温度(吋l試位料採取置I Fe(労) I則的!Mn(%)1 Al (初
0 . 0012 0 . 015 
60 0  2 0 . 0014 2 . 50 1 0 0 . 0 0 7  
0 . 0037 2 . 71 。 0 . 008 
1 0 . 0023 0 . 68 。 0 . 009  
650 2 0 . 0026 0 . 99 。 0 . 0 1 0  3 0 . 0033 2 . 02 。 0 . 0 1 0  
4 0 . 0035 3 . 08 。 0 . 009  
1 O .  00 12 i  0 . 771 0 0 . 0 1 0 
700  2 0 . 0022\ 1 . 1 01 0 0 . 008 3 0 . 0 1 1  
4 0 . 0008 1 3 . 40 1  0 0 . 0 09 
l 0 . 01 0  1 0 . 981 0 0 . 0 1 8  
800  2 o . 005 1 2 . 051 0 o 0 1 1  3 0 . 00251 2 . 871 0 0 . 008 
4 o . 00 15! 3 . 60 1  0 0 . 0 07  
AZ-9 1 の場合
ミ目 民度 I試位料採取置[ Fe (%) [Zn (%)[ Mn(%):Al 防)
1 
600 2 
3 
1 
650 2 3 
4 
1 
700 2 3 
4 
l 
800 2 3 
4 
。 0 . 0 1 1 
0 . 0021 1  1 .  80 。 0 . 008 
0 . 0 046 1 2 . 10 。 0 . 006 
0 . 0025 1 . 30 。 0 . 008 
0 . 0035 。 o 009  
0 . 0047 2 . 30 。 0 . 0 1 1  
0 . 0038 3 . 25 。 o 009 
0 . 00 1 0 0 . 35 。 0 . 0 1 05 
0 . 001 0 0 . 50 。 0 . 009 
0 . 0024 1 . 50 。 0 . 008 
0 . 0033 2 . 10 。 0 . 007  
。 帥 1 1 1I 0 4 l1くく〈O 曲1 1 0 . 039  0 . 0051 1 0 . 66 1<0 . 00 1 1 0 . 035 
0 . 0038 i 2 .  35 i<0 . 0 0 1 1 0 . 031 
表 - 7 蒸 溜 残 澄 の 分 析 例
試 料 ( は ( OC) I Feω I S i (%) I z削) I M哨〉 間) I Cu(空L
還元 �g I 650 0 . 0 1 1 9 
還元 Mg 600 0 . 008 1  
AZ- 63 600 0 . 39 
600  AZ - 91 | 0 . 0230 
AZ - 91 650 0 . 60 
0 . 006 
0 . 006  
tr  
0 . 094 
0 . 0038 
0 . 0043 
3 . 27 
2 . 05 
3 . 47 
94 . 1 5 
49 . 50 
93 . 70 
0 . 0003 
蒸溜Mgの 分析 と 併せ て腐蝕試験を も 行っ た。 す な わち Mg， AZ -91 ， AZ- 63 の各精溜試料を同
一条件 の下で 溶解 し ， 具物 の 入 ら な い よ う 特に注意を 払っ て 1 2 φ x 60mm に鋳造 し た 。 こ れを 20・
mm に切 断 し ， 切 断部を エ メ リ ー 紙 (06) で研磨 し た後 ， 表 面 の 油脂を ト リ ク レ ン で十分洗練 し水
洗 乾燥 し て 腐蝕試料 と した 。
図 - 5 は Mg， AZ- 9 ! ，  AZ - 63 の 各試料を
3 % の 食塩水 で 1 ， 3 ヶ 月 腐蝕 した結果であ る 。
各試料 と も 蒸溜 よ り も 昇華の 方 が腐齢、減量 の 少
い 傾向 を 示 し 初め の 1 ヶ 月 で は Mg の 方 が
AZ-9 ! ， AZ- 63 よ り も 腐蝕 し易 い 傾 向 を 示 し
て い る が ， 3 ヶ 月 後 で は こ れ ら の 間 の 差 は か な
り 減少 し て い る 。
3 還元生成Mgの 蒸溜 に お け る
不純物 の 分布
図 - 6 は還元 生成 Mg を 蒸溜 し た場合 の車�，-;j
向 に おけ る 不純物 の 分布状況を 示すの す な わ ち
Znは ス リ ー ブ の 低温側 に な る につれ て 次第に高
く な り ， Si の 含有量:は全体にEっ て ほ と ん ど 変
化が認め られ な い 。 AI v土 ス リ ー ブ の ヰ1央部 で低
4 
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図-5 蒸溜混度 と 魔蝕量 の 関係
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1 %1-6 ぷ ，W(l'vIg の長手 方 [ri] 0)不純物J_)分布
lヌ:1 - 7 は泣 元 生 成 Mgを 蒸溜 し た場 合 の ほ み
方 向 の 不 純物 の 分布状況を 示 す 。 す な わ ち Zn
の 場 合 で は令有 川 の 比 較 的 多 い Mg - Zn合金の
よ う な 明 確 な itß lwJ ば ノJミ さ な い が ， Fe ， Al . Si は
Mg 系 二元 合 金 の 蒸溜 の 場 合 と 同様 にかl 熱時間
の 経過 に 従っ て Mg l い の こ れ ら の 成分 が増加 し
て 来 る こ と を :iJミ し て い る o Mn， CU (土蒸 溜 昨年
間 ， 試料 の 採取伏置 の 如 何 に か L わ ら ずそ の 含
有Î [，\:は ト レ ー ス で あ る 。
く 両 側 で や \. I'I�� く ， れの 場 合 ; 土 予見分不規則 で ，
i筏着 Mg を 剥 ぎ取 る 際 ヴ ス リ ー ブ材料か ら の 泌
入 が か な り 彩 響 し て い る の で は な し 、 か と 考 え ら
れ る 。 Mn ， Cu ば 1 の 試料採取位置 でそれぞれ
0 . 00 1 2 ，  0 . 0009形 ， そ の 他 の 位置で は ト レ ー ス
で こ れ ら の両 成分は精溜に よ っ て ほ と ん ど 除 き
得 る も の と 考 え られ る 。
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4 . 蒸溜 に お け る Mgの 凝着温度 範IlU な ら び に 粒 皮 につ い て
国 - 8 は辺元生成Mgの 蒸溜 の 際 の 蒸摺ì��度 と 凝着温度 組 問 の 関係を AZ - 9 1 の 場 f? と 比較 し た仙
:!l主 で あ る 。 Mgの 場 合 は高温側 は47 7 - 5 1 50 の 比 r'" {'O I 」 一 一一一_ !1j- J 較的狭い 範囲 で蒸溜品)主に よ る 差違はあ ま り 話 、� 'f宗写実之友三二こご>-- 1 --恒 [ べ … " '-'�" ';�守で可�'��てで九←
め られ な い が， Zn 合千ゐ有{仏A}idμ;
に は 3 83出3 - 5別OωO。 の iぬF品悶江凹閉 に f氏壬 り ， 蒸j溜留温皮 に よ る 担蛇更 I I 
彩開響カが坤胤:滑肌者れしい川L
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l河-9 蒸 溜 温度 と 粒の大 き さ の 関係
④高潟 部 ③ 中 央部 ③低j晶司:
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|て[ -8 宍 沼 ikt度 と 凝 者 続 llf1 の 関係
る につ れ て A Z - 9 1 の 方 は Mg の 場合 よ り も 低温
側 に移行 L ， 従っ て 狭 い 範 聞 に厚 く 附着す る 。
図 - 9 に Mgお よ びAZ- 9 1 の 蒸溜温度 と おi着
Mg の 結 品 粒 の 大 き さ の 関係を 示す。 い自ずれ の
場合 も 温度 が高 く な る につ れ て 粒 の 大 き さ は増
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加 し ， 1 0-3mm の 大 き さ の 範 囲 で は あ る が， 700。 以 上の場合 と 6500 以下場合す な わち 蒸溜 と 昇華ーの
場合 と で は 粒 の大 き さ が著 し く 相 違 し ， Mg の800。 の 蒸溜 の場合 の高温端 の 粒 の大 き さ は 6500 の 昇
華 の場合 の ほ ぼ2倍に匹敵す る 。
蒸溜， 昇華 の場合は Fe-Sì 還元 の場合に 較 べ る と ， 巌着温度範囲 は 約2倍で 広範囲 に亘っ て 附着
L ， 粒の 大 き さ も 比較的細 粒の も の が良 く 揃っ て い る 。 こ の原 因 と し て は蒸溜 ， 昇華の場合には多
量 の Mgの 蒸発 に 伴 う 所謂 。 ゲ ツ タ 一 作 用。に よ っ て 容易 に高真空 が得 ら れ ， ま たMgの蒸気の 濃度 も
高 く な り ， 従っ て 接着層 が低温側 に ま で亘って 比較的粒の 細 かし 、 ょ く 揃った結晶 が得 られ る も の と
考 え られ る 。
IV 実験結果の考察
Mg 系二元合金を蒸溜す る 場合， 凝着 Mg中へ の 第 二成分の混入につ い て理論 的検討を加 え て み る 。
真空 中 に お け る 金属 の 蒸発速度 W (gjcm% j艇の は Langmuir の 式に よ っ て つ ぎ の よ う に 与 え ら
れ る 。
/�一仏) 向 、W = 旬、1 2疋T �.l 
こ L に α = 凝縮係数 ， p = 蒸気圧， R = ガ ス 恒数 M = 蒸発 ガ ス 分子量， Tニ 絶対温度 で あ る 。
Oletぷ工二元合金 の 真空溶解時 の蒸発 に よ る 組成変化的)式に よ っ て 考察 し ， 不純物 の 除去 の 可
能性 を 推定 し て し 品 。 こ の方 法に よ っ て Mg 系二元合金 の蒸溜に お け る 第二成分 の 接着 Mg中 え の混
入につ い て考 察 し て み る 。
す な わ ち A， B両 成分か ら な る こ元合 金 の 蒸発 に よ る 組成変化を 考 え る と ， こ の合金が始 め そ れ ぞ
れ A がa(g) ， Bがb(g) の 組成 で あ っ た も の が t 時間後に x ， y(g) 蒸発 し た と す る と (1)式 か ら
3FT百条r v' -MA 川J町
dy α /  一一 一一 11 MR rR NR PR o  dt - 11乍瓦RT V I." H I H � ' H J. H 
(2) 
(3) 
こ L に r A ， r B = 二元合金中 の A ， Bの 活量係数 ; N A ， N B = モ ル 分率
P AO ， PBO = 純粋状態 に お け る 蒸気圧
であ る 。 (2) ， (3)式 か ら 。
d y  /-扇子 rB NB PB O / 函瓦- rBPBo b - y 
-dx = ザ -商工- r AN APA 0 = y 一両E一 元PA O 瓦三x
い ま B成分につ い て 稀薄溶液 でγA = l r B = 一定 1・ 0
と 見倣 し得 る 範囲 で は
住}
完全よ J- �:--- α (唱
A 3 
0.' 
の関係が成立 し ， 0必式を積分 し て が(5)式 が得 ら
れ る 。
�- =' l - ( l ー す)α 伺
; と ; の関係を α の 二 ， 三 の 値につ い て
計算 し 図 示 し た の が 図 ー 1 0 で ， A 成分の蒸発
量 (% ) に対応す る 七成分 の 蒸発量が判 る 。 例
えばα = 0 . 5 の場合A成分 が90%蒸発すれば B成
分 は68%蒸発 L ， ま た の α の伎 の 小 さ い ほ ど A
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1 0 8  
成分 の 蒸発 171 に対ーす る B成 分 の蒸発 iAJ〉:減少す る こ と に な る 。 ;えつ 亡 α 日 仰 を 求 ふう る と B成分 の ;去 、そ
の 難易 を 比 較 し 得 る わ け で、 ， 真 空 溶 解 に よ っ て B 成 分 を 蒸発減 少 さ ぜ る に は α が た 体 1 0以 上であ る こ
と が必要 と さ れ て い る が ， 本; 尖 !検 の 場 合 で は 蒸if再 生 成 M宮 11 ' ìこ不純物 が な る べ く 混 入 し な い た め に ; 土
α の 加 が 出 来 号戸け』 小 さ い こ と が必要 と な る 。 α す な わ ち γ を 求 ゐ る 目 的 で・各種二元 介金の蒸気圧 の
測 定 を 行っ た がB成 分側 の 活 lI十を 求 め る た め に は 全濃度 範 囲 に 江 る 蒸気圧を 知 る 必要があ り ， 先 の
実験 に お け る 測 定範 問 で は不疋確 に な る 恐 れ があ る 。 11::む を 得 ず稀薄溶液 の 法 則 の 成立す る 濃度範
開 に お け る α の 怖 を 求 め た っ す な わち 稀薄溶液 の 法 問 の 成立す る 濃皮 範囲 で は 活 iA が 貫 長 % に ほ ぼ
一 致す る と さ れ て い る の で こ れ に 従 う こ と に し た 。
表 - 8 は表 r l ' l こ ボ し た 成 分 ， 合 干r :/! の Mg と の -， yl:{子 金 の 8000 に お け る α を 求 。う た 結果 で、あ る 。
}(e - 8 Mg f;- 金 rl' に お け る 含有 !?;ー と α の 前
成 分 ! 刀、 j\I n Al Cu 
[:;� 千f 日 (形) 0 ， 025 0 ， 0 03  0 . 0 06  0 ， 00 1  
S i  
o 004 
a 1 24 1 E 
A I  � ç ヴ
3 ， 27>( 1 0-4 1 2 ， 96 X 1 円 7 ， 1 5 '，. ] 3 ， 22>( 1 0- 1 
Fe 
0 . 002 
2 . 88X 10-9 
α の 仰 の )( き さ か ら Mg 巾 の 不純物 と し て の こ れ ら の 成分 の 除去 の 難易 を 判定すれ ば ， Zn， M11， 
Al ， CU， Si ， Fe の IIIJi に Mg r l ' に iltl. 入す る !支 f ト 土 減 ず る こ と に な í) ， こ れ ら の 成分 の 市 体 の 蒸気上E の
た 小 の !IIj'ut; に ほ \:' 1�と う 。
α の 大 き さ か ら す る と Zn l 土 ぷ溜 に よ っ て 除 去寸 る こ と ; 工 公 く 不可能 j瓦 こ と が 、山 リ ， F e � HIIl論 的 に
は こ れ ら の 成 分 1 1 ' で iiえ も 除 よ・ が 百易 な 71f で あ る 。 し か し よ: 際 じ i 工 Mg， 合 金 い ず:) L の 湯 「? で も ìl� 入 の
程)支 が 他 の 成 分 に 比 較 し て I��J l 、 。 二 れ は 見 に指摘 し た よ 号 に ス リ ー ブ材J質 か り 十1 1 ��j U:以入 し て 来 る
た め と 忠われ ， Jut lAー の 不純物 の 泌 入 に よ っ て も 純l主 の 低 ド が μ u 、 小 型 レ ト ノレ ト の場 fT ほ 止、 こ の よ
う な 傾 向 が)ØJj 若 に現れ る も の と )j え ら れ る 。
ヅ'] Mn ( 工 α 門 的 がZn に っ し 、 で、 rl/:j \_. 、 に も か け コ ら ず l\1g ， ��""金 と も に ほ と ん ど の場 介説話 Mg l l '
の @;;{i :えは零 ま た は ト レ ー ス で あ る つ Bettcherman ， Pidgeon は Mg 中 にSi が過�Ij fこ 存在す る 場 合 に
; 工 ， 安 定 な 化合物 FE;Si が /1 '， 来 る た め に Feの 蒸気正 が{氏 ドす る と し て い る 。 こ れ と 同 様 な こ二 と がMn
の 場 介 に も 与 え ら れ ， Fc - Mn- Si 1I\l に 安 定 な 化 合物 を ノlô じ ， こ の た め に 1\1n の 蒸気 圧 が 低 ド し Mg
中 に は ほ と ん で 必発泌入せ ず， 残陸 中 に そ の 大部分 が残 る も の と 二与 え ら れ る 。 こ の こ と が還元 の場
合 と 蒸j郊 の 場イ? と で は Mn の や動 が 全 く 呉 る 主要 な l京 I)� と 考 え ら れ る 。
V 総 括
木 実 験 の 結果を 要約す れ ば つ ま の よ う に な る 。
1 )  Mg 系 二 元 合 金 の Z的留 に お し 、 て は ， ぷi留収主十三 は 第二 成 分 の 蒸気 JT に ほ ピ 比 例す ゐ {頃 l '祉 を '1 、 す O
2 ) 二元{f 金 な ら び に泣元生成Mg の 蒸 j留 の 際 の 不純物 の 分布 状 況 は ， 市[11)] 1匂 で はJhm と ì'i;l;亡 の l吋
者 の [向 に分布 の 芹: は な い が ， I 主 み方 向 で は Mn 夙A1 ， Cu， Si : 土 逆 の 傾向 を 7]トJ- G 
3 ) 還元 生 成 Mg を 使用 し て 伝 部温度 と 不純物 の 関 係主ご し ら べ7ニ 結果， Mn l 土 蒸 溜 に よ っ て ほ と ん
ど 除去す る こ と が If\ ボ ， Cu， Si I土 i品皮 に あ ま り 友利 さ れ ず， A 1 ，  Fe， Zn ( 主 i且 !立 が高 L 、 ほ ど 比
較 的 多 く 泌 入す る こ と を 知っ た 。
T B PB 0  i 仏4 ) α = 云PAτ y -瓦dR の 式 か ら α の f[l'f �を 求 め ， α の 大 き さ か ら凝着Mg l l ' え の 不純物 の混入
の 度 合 を し ら べtc. 。 そ の 結栄 Fe l ヱ ス リ ー プ材・ 料 か ら相 当 一回:混 入 し ， Mn は i留f��過 程: に お し 、 て 安
定 な 化 合 物 を 作 る こ と が惟定 さ れ た 。
終 り に 臨 み 種 々 御指導を m � 、 た 九州大学伊 藤 尚教授 に対 L i架 其 な 謝意を表 し ， 夫 験 に 当 っ て 色
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